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【２００７岩倉の文化財●山内一豊誕生地碑】 
“妻の真心、男の誉れ出世したのは一豊公”
岩倉節（作詩・柴山孝太郎）の一節である。 
岩倉のヒーロー「山内一豊公誕生地碑」は、
昭和１０年下本町神明生田神社境内に、山内
家顧問、沼田頼輔博士の慎重な研究の結果、
岩倉を理解され、山内家元屋敷跡と伝えられ

る場所に建立された。当時の岩倉町議会も補
助金、１,２００円を出して顕彰している。 
　私の手元には「岩倉節」と「岩倉音頭」の
ソノシートがある。制作は岩倉町、同婦人会、
商工会、青年団など9団体となっている。 
【２２Pに続く】 
　　　岩倉市文化財保護委員長　中山　春義 
 



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
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・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 
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ま
ち
で
す 
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男女共同参画をめざして 
夫婦別姓 

ドライアイとは？ 

市民相談室　平成１８年度相談の概況 

市政の窓 ３ 
「新成人のつどい」企画・運営ボラン 

ティアを募集します 

家屋調査、一斉調査にご協力ください 

家屋を取り壊した人は届け出を 

岩倉市障害福祉計画を策定しました 

農業体験塾生を募集します（第四次募集）　 

花のあるまちづくりコンテスト審査結果 

桜並木に大量発生　ヨコヅナサシ 

ガメにご注意ください 

生け垣づくり補助金 

平成１８年度の住民基本台帳の一部 

の写しの閲覧状況 

セントラル愛知定期演奏会「時空を超えた 

ハーモニーⅣ」小中学生無料ご招待 

第１１回セントラル愛知交響楽団ポッ 

プスコンサート 

住宅用火災報知機はもう設置しま 

したか？ 

無料耐震診断、耐震改修工事の補助 

を行っています 

防犯対策助成金交付制度をご利用 

ください 

指名競争入札結果 

６月は環境月間です 
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１０ 知っておきたい健康講座 

１１ 消費者トラブルに巻き込まれないために 

１１ 

岩倉の文化財 ２２ 

知っておきたい防災知識 ２２ 

フォトニュース 
五条川の桜並木に施肥作業 
交通安全教室 
南小学校児童庁舎見学 

２３ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １２ 

募集 １４ 

健康 １６ 

講座・教室 １５ 

相談・その他 １７ 

手続き １５ 

催し １２ 

▲４月２９日に催された市民茶会 
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●
市
政
の
窓
●
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
企
画
・
 

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
 

し
ま
す
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
２０
年
１
月
１３
日

（日）
に
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。
 

　
開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
の
企
画
・
運
営
な

ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
新
し
い
門
出
と
な
る

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
自
ら
の
手
で
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
申
込
方
法
　
６
月
２９
日
（金）
ま
で
に
生
涯

学
習
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

家
屋
調
査
、一
斉
調
査
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

【
新
成
人
の
つ
ど
い
開
催
案
内
】
 

●
と
き
　
平
成
２０
年
１
月
１３
日
（日）
午
前

１１
時
開
式
（
午
前
１０
時
３０
分
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
対
象
者
　
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た

人
 

●
そ
の
他
　
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉

市
に
住
民
票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

　
平
成
１９
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２０
年
１

月
１
日
ま
で
の
間
に
新
・
増
築
さ
れ
た
家

屋
に
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
（
都
市
計
画
税
は
市
街
化

区
域
の
み
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る

固
定
資
産
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
に
家

屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
課
の
係

員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
調
査
の
際
に
、「
家
屋
登
記
済
書
」「
建

築
確
認
通
知
書
」「
工
事
見
積
書
」
な
ど

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
増
築
な
ど
で
「
建
築
確
認
申
請
書
」
を

出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
車
庫
・
物
置
を

建
築
し
基
礎
で
固
定
し
た
場
合
等
の
建
物

は
、
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
一
斉
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
家
屋
の
新
築
・
増

築
・
取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り
現
況
と
家
屋

課
税
台
帳
と
を
照
合
し
、
差
異
の
あ
る
建

物
を
把
握
し
、
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課

税
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
 

　
調
査
の
都
合
上
、
敷
地
内
に
入
り
、
家

屋
の
現
況
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
調
査
に
伺
う
係
員
は
「
固
定
資
 

産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
不
審
の
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ
 

い
。
　
　
　
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
建
っ
て
い
る
家
屋
に
対
し
課
税
さ
れ
ま

す
。
 

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
、
登
記
に

よ
る
手
続
き
（
滅
失
登
記
）
が
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
課
税

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
家
屋
取
壊
申

告
書
」
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
申
告
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
い
た
だ

け
れ
ば
、
窓
口
で
す
ぐ
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
 

●
申
告
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
 

は
届
け
出
を
 



●
市
政
の
窓
●
 

岩
倉
市
障
害
福
祉
計
画
 

を
策
定
し
ま
し
た
 

農
業
体
験
塾
生
を
募
集
 

し
ま
す（
第
四
次
募
集
） 
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う
ね
 

花のあるまちづくりコンテスト審査結果 
　岩倉市では、花のあるまちづくり事業の一環として、

今年度も「花のあるまちづくりコンテスト」を実施しま

した。 

　多彩なアイデアや工夫にあふれた素晴らしい作品２１

点が応募され、写真による第１次選考と現地調査によっ

て、入選１４点（うち最優秀賞１点、優秀賞２点）、佳

作４点、参加賞３点が決定しました。 

●最優秀賞　高橋恵子（下本町） 

●優 秀 賞　水野幸子（井上町）、藤山親子（東新町） 

●入　　選　小島和子（八剱町）、丹羽淳子（神野町）、坪井輝子（神野町）、中村信子（宮前町）、 

　　　　　　長谷川一子（泉町）、浅野和子（本町）、東海徳子（本町）、槌谷波津代（西市町）、井上隆義 

　　　　　　（八剱町）、村瀬智子（大市場町）、水田黎子（東新町） 

たかはしけい こ 

みず の さち こ 

こ じまかず こ に　わじゅん こ つぼ い てる こ なかむらのぶ こ 

は　せ がわかず こ あさ の かず こ とうかいのり こ つち や は つ よ いのうえたかよし 

むら せ とも こ みず た れい こ 

ふじやまちか こ 

受賞者（敬称略） 

入選作品写真展 

▲最優秀作品 

●と　　き　６月１１日（月）～１７日（日）午前８時３０分～午後９時 

　　　　　　※１１日は午前１０時から、１７日は午後５時まで。 

●と こ ろ　市役所２階市民ギャラリー 

●問 合 先　都市計画課計画係（☎３８‐５８１４）まで。 

　
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
岩
倉
市
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
障
害
福
祉
計
画
は
、
第
２
期
岩
倉

市
障
害
者
計
画
を
基
本
と
し
て
、
障
害
の

あ
る
人
が
必
要
と
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
、

安
心
・
安
全
な
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
お

よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
平

成
２３
年
度
を
目
標
に
各
種
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
数
値
目
標
や
推
進
の
方
策
を
定
め

て
い
ま
す
。
 

●
閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

福
祉
課
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
裏
表

紙
参
照
）
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

      　
農
業
に
興
味
を
持
つ
人
を
対
象
に
農
業

体
験
塾
を
平
成
１８
年

度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
農
業
体
験
塾

は
、
市
内
の
農
家
や

県
農
業
改
良
普
及
課
、

農
協
の
協
力
に
よ
り
、

畝
の
作
り
方
か
ら
種

ま
き
の
仕
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
作
物
を
植
え
、
育
て
、
収
穫

す
る
こ
と
に
よ
り
農
業
の
厳
し
さ
や
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
の
遊
休
農
地

の
活
用
や
農
業
の
担
い
手
に
繋
が
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
野
菜
な
ど
の
作
り
方
を
勉
強
し
た
い
人
、

農
業
を
体
験
し
て
み
た
い
人
を
募
集
し
ま

す
。
 

●
募
集
人
数
　
定
員
な
し
 

●
募
集
期
間
　
６
月
１
日
（金）
〜
２２
日
（金）
 

●
参
加
費
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
苗
、
肥
料
代
な
ど
は
実
費
徴

収
。
ま
た
、
鍬
や
鎌
な
ど
の
農
具
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
農
地
の
場
所
　
稲
荷
町
細
畑
、
川
井
町

鉄
砲
地
内
の
畑
　
ほ
か
 

●
実
施
内
容
　
農
家
、
農
協
等
に
よ
る
技

術
指
導
を
受
け
な
が
ら
農
作
業
を
体
験
す

る
も
の
で
す
。
指
導
は
概
ね
月
２
回
で
基

本
的
に
は
日
曜
日
の
午
前
中
に
行
い
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

く
わ
 



●
市
政
の
窓
●
 

　
ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ
は
、
カ
メ
ム
シ
目
、

サ
シ
ガ
メ
科
に
分
類
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
の

一
種
で
す
。
元
々
は
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
に
か
け
て
分
布
し
て
い
た
帰
化
昆
虫
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
五
条
川
の
桜
並
木
に
大
量
に
発
生

し
ま
し
た
。
桜
の
樹
洞
や
幹
の
く
ぼ
み
に

幼
虫
で
越
冬
し
、
春
に
羽
化
し
て
成
虫
と

な
り
ま
す
。
体
色
は
光
沢
の
あ
る
黒
色
で
、

頭
部
が
細
長
く
、
腹
部
の
縁
は
白
黒
ま
だ

ら
模
様
で
羽
の
外
側
に
張
り
出
し
て
反
り

返
っ
て
い
ま
す
（
羽
化
し
た
ば
か
り
の
成

虫
は
、
真
っ
赤
な
色
を
し
て
お
り
、
時
間

が
た
つ
と
黒
色
に
変
わ
り
ま
す
）。
 

　
肉
食
性
で
毛
虫
を
捕
ら
え
、
体
液
を
吸

い
ま
す
。
桜
の
木
に
害
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
不
用
意
に
触
れ
る
と
と
が
っ

た
口
先
で
刺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

桜
並
木
に
大
量
発
生
 

ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ
に
 

ご
注
意
く
だ
さ
い
 

　
家
庭
や
事
業
所
の
生
け
垣
づ
く
り
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
工
事

着
手
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
住
宅
・
店

舗
・
事
業
所
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
、
借

地
権
者
が
設
け
る
も
の
で
、
公
道
に
面
し

た
延
長
２
㍍
以
上
の
生
け
垣
で
、
地
面
か

ら
９０
㌢
㍍
以
上
の
高
さ
が
あ
る
樹
木
を
延

長
１
㍍
に
つ
き
２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支

柱
な
ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。
 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に
設
置

す
る
と
き
は
、
こ
の
基
礎
の
高
さ
が
、
住

宅
地
等
の
地
盤
面
か
ら
５０
㌢
㍍
以
下
が
補

助
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

●
補
助
率
と
限
度
額
　
 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て
造
る

と
き
…
塀
の
取
り
壊
し
と
、
生
け
垣
設
置

に
か
か
る
経
費
の
合
計
の
２
分
の
１
以
内

で
、
１
㍍
当
た
り
７
千
円
、
１
件
あ
た
り

１０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経
費
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
５
千
円
、

１
件
当
た
り
６
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

生
け
垣
づ
く
り
補
助
金
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平成１８年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 
　岩倉市では、住民基本台帳法が平成１８年１１月１日に改正施行されたことに伴い、住民基本台帳の

一部の写しの閲覧状況を同法の規定に基づき公表します。公表制度は、閲覧制度の透明性を高め、不正

な閲覧や目的外利用・第三者提供等を抑止しようとするため設けられたものです。 

●国または地方公共団体の機関の請求による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 

●個人または法人の申出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況 

●問合先　市民窓口課市民窓口係（☎３８‐５８０７）まで。 

閲覧の請求をした国または地方 
公共団体の機関の名称 

閲覧の申出を行った者の氏名 
（法人の場合には名称および代表者等の氏名） 

慶應義塾大学経済学部 
学部長　塩澤修平 

就業と生活についての調査 
実施に伴う対象者の抽出 

「生活保障に関する調査」 
第１１回調査 

下本町城址在住の 
満２０歳～６９歳の男女 

旭町二丁目在住の 
満１８歳～６９歳の男女 

財団法人生命保険文化 
センター理事長　村井博美 

社団法人　中央調査社 
会長　若林清造 

社団法人　中央調査社 
会長　若林清造 

委託を受けて閲覧の申出を行った 
場合に係る委託者の名称（委託者 
が個人の場合にあってはその旨） 

請求事由の概要 

利用の目的の概要 

「平成１８年度愛知県健康増進計画 
見直しに係る調査」対象者の抽出 

大地町小森在住の 
満２０歳以上の男女 

愛知県健康福祉部健康担当局長 平成１９年２月２０日 

平成１９年 
２月１日 

平成１９年 
３月２９日 

閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲 

閲覧の 
年月日 

閲覧に係る 
住民の範囲 



●
市
政
の
窓
●
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
定
期
演
奏
会
 

「
時
空
を
超
え
た
ハ
ー
 

モ
ニ
ー
Ⅳ
」
小
中
学
生
 

無
料
ご
招
待
 

第
１１
回
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
 

団
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
工
 

事
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
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セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
定
期
演

奏
会
に
岩
倉
市
在
住
の
小
中
学
生
を
無
料

で
ご
招
待
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
来
場
は
保
護
者
同
伴
と
し
、

保
護
者
は
有
料
で
す
。
座
席
は
Ａ
席
４
千

円
・
Ｂ
席
３
千
円
・
Ｃ
席
２
千
円
が
あ
り
、

児
童
・
生
徒
と
保
護
者
の
ペ
ア
席
と
な
り

ま
す
。
 

　
応
募
い
た
だ
い
た
人
に
は
後
日
入
場
券

の
配
付
方
法
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
７
月
１３
日
（金）
午
後
６
時
４５

分
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
 

●
出
演
　
指
揮
／
小
松
長
生
、
フ
ル
ー
ト

／
ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
、
演
奏
／
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
 

●
曲
目
　
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
／
バ
ッ
ハ
、

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
１
番
ト
長
調
ｋ
ｖ
３

１
３
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
幻
想
交
響
曲
ｏ

ｐ
１
４
／
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
 

●
応
募
方
法
　
児
童
・
生
徒
の
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、

希
望
す
る
席
を
明
記
の
う
え
、
生
涯
学
習

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
締
切
日
　
６
月
１３
日
（水）
必
着
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
に
よ
る
ポ

ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
森
本
典
子
さ
ん
を

迎
え
、
西
部
劇
音
楽
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲

を
お
聞
か
せ
し
ま
す
。
 

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
７
月
８
日
（日）
午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
指
揮
　
吉
住
典
洋
さ
ん
 

●
ソ
プ
ラ
ノ
　
森
本
典
子
さ
ん
 

●
曲
目
　
 

★
第
一
部
　
「
魅
惑
の
ロ
マ
ン
シ
ネ
マ
と

西
部
劇
大
辞
典
」
（
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー
、

帰
ら
ざ
る
河
、
荒
野
の
７
人
　
ほ
か
）
 

★
第
２
部
　
「
懐
か
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

特
集
」
（
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
／
同
名
映
画
よ
り
、
踊
り
明
か
そ
う

／
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
よ
り
　
ほ

か
）
 

●
入
場
料
　
一
般
…
１
千
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
…
７
０
０
円
（
全
自
由
席
）
 

※
な
お
、
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ

ン
で
販
売
中
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
住
宅
に

も
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
新
築
住
宅
は
昨
年
６
月
１
日
か
ら
、
既

存
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
２１
年
５
月
３１

日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

住
宅
火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

　
愛
知
県
内
で
は
毎
年
、
数
多
く
の
人
が

火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
半
が
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
で
、
そ

の
う
ち
、
半
数
以
上
は
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
で
す
。
特
に
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

が
多
く
、
こ
う
し
た
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
 

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
火
災
の
早
期

発
見
が
重
要
な
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
し
て
あ
れ
ば

安
心
で
す
 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
を
自
動
的

に
感
知
し
音
声
な
ど
で
火
災
の
発
生
を
知

ら
せ
、
火
災
の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で

す
。
 

　
岩
倉
市
の
場
合
は
、
み
な
さ
ん
が
普
段

寝
て
い
る
部
屋
と
階
段
等
に
取
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。
 

　
設
置
等
に
関
し
詳
し
い
内
容
は
、
市
消

防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
 

　
消
防
署
が
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
価
格
や
無
理
強

い
販
売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災

係
（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
内
線
２
２
２
）

ま
で
。
 

      無
料
耐
震
診
断
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
①
建
築
時
期
が
昭
和

５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
②
構
造
が

木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨
造
、
鉄
筋
 

こ
ま
つ
ち
ょ
う
せ
い
 

も
り
も
と
の
り
こ
 

よ
し
ず
み
の
り
ひ
ろ
 

住
宅
用
　
災
警
報
機
は
 

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？
 



●
市
政
の
窓
●
 

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
 

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象
外
）
③
構

法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統
構
法

（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法

な
ど
は
対
象
外
）
④
用
途
が
戸
建
て
専

用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅
（
た

だ
し
、
空
家
は
対
象
外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
 

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
岩
倉
市
が
実
施

す
る
無
料
耐
震
診
断
ま
た
は
、
（財）
愛
知
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
耐
震
診

断
に
お
い
て
、
判
定
値
が
１
・
０
未
満
と

診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木
造
住
宅
（
昭
和
５６

年
５
月
３１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
）
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す
る

耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強
上

有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に
０
・

３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）
に
限

る
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円

が
限
度
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満
の
場
合

は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
補
助
の
対
象
　
一
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８

年
度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改

修
促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控

除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
３
８

‐
５
８
０
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
３
）
ま
で
。
 

      　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
一
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策

助
成
金
交
付
制
度
は
、
今
年
４
月
ま
で
に

６
１
７
世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
 

⑥
自
家
用
車
両（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対

策
は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

口
座
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
品
物
等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
賃
貸
住
宅
等
の
場
合
は
、
所
有

者
（
大
家
さ
ん
）
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
助
成
金
は
振
込
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

指名競争入札結果 
（４月１９日） 

舗装修繕工事 

配水管布設工事（申込１９－３号） 

大地町外２地内 

曽野町地内 

㈱松本工務店 

伊藤水道工業㈱岩倉支店 

３，９９０，０００ 

１，４７０，０００ 

４／２４～７／６ 

５／２～６／２９ 

（４月２６日） 

工 事 名 等  工 事 場 所 等  契 約 業 者 名  契約金額（円） 期 間  

舗装修繕工事 

北部保育園屋根等塗り替え工事 

神野町地内 

石仏町稲葉１４４番地２４ 

㈲八信建設 

㈱佐野塗工店 

４，８３０，０００ 

７９５，９００ 

５／９～７／２７ 

５／２～６／２０ 

工 事 名 等  工 事 場 所 等  契 約 業 者 名  契約金額（円） 期 間  
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　６月５日は環境の日です。 
　これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された
「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。国連では、
日本の提案を受けて６月５日を「世界環境デー」と定め、日本で
もこの日を「環境基本法」（平成５年）で「環境の日」と定めて
います。また、日本では平成３年度から６月の１か月を「環境月
間」としています。 
　岩倉市では毎年、五条川と五条川に流れ込む用水の水質調査を
行っています。岩倉のシンボルとなっている「五条川」ですが、
まだ決してきれいだとは言えません。私たちに最も身近なこの川
を守るためにも、 
　・無駄な水は使わない 
　・残った汁物を排水口に流さない 
　・適量の洗剤を使用する 
など、一人ひとりが暮らしを見直し、身近なところから行動を起
こしていくことが求められています。 
　地域の環境基準および要請限度の適合状況を把握するため、市
内３か所で航空機騒音測定および自動車騒音振動測定を行ってい
ます。調査結果はすべての地点で基準を達成していました。 
　平成１８年度の調査結果は表のとおりです。 
●問合先　環境保全課環境啓発係（☎３８‐５８０８）まで。 
 

・ＰＨは、５．８～８．６が適性数値。1（酸性）⇔７（中性）⇔１４（アルカリ性） 
・ＢＯＤは、水がどの程度汚れているかを示す基準。水中の有機物質等が微生物によって分解される際に消費される酸素の量を表したもの。 
・ＣＯＤは、水中の有機物質等を酸化剤で酸化し、このため消費された酸素の量を表したもの。  
・ＳＳは、水中に浮遊している不溶解性物質の量。 
・ＤＯは、水中に溶けている酸素の量。Ｔ－Ｐは全リン、Ｔ－Ｎは全窒素、Ｃｄはカドミウムを表しています。 
・透視度は、数値が高いほど水が澄んでいることを表します。 

（注） 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

3.0 

8.6 

5.7 

7.2 

3.0 

3.5 

3.4 

3.7 

3.7 

7.8 

7.8 

26 

4.7 

10 

3.8 

8.4 

7.7 

7.4

4.1 

7.2 

6.1 

8.5 

6.0 

7.5 

7.9 

6.2 

7.6 

11 

8.5 

21 

7.4 

14 

5.4 

10 

10 

11

8 

4 

10 

4 

10 

2 

28 

6 

25 

4 

7 

7 

6 

19 

3 

4 

15 

4

8.2 

7.3 

7.2 

7.7 

7.9 

8.6 

7.4 

8.6 

8.1 

10.3 

3.3 

3.3 

6.1 

10.7 

7.3 

9.1 

8.4 

13.4

0.15 

0.54 

0.30 

0.61 

0.29 

0.51 

0.57 

0.32 

0.45 

0.42 

0.34 

2.2 

0.25 

0.47 

0.27 

0.92 

0.28 

0.35

2.3 

11 

3.3 

11 

2.3 

6.4 

1.6 

2.9 

1.6 

3.1 

3.4 

19 

2.7 

4.6 

2.4 

10 

2.2 

4.5

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

16度 

30度以上 

22度 

30度以上 

30度以上 

17度 

30度以上 

19度 

30度以上 

30度以上 

26度 

30度以上 

6.7 

7.0 

6.7 

7.0 

6.8 

6.9 

6.6 

7.8 

6.7 

7.2 

6.8 

7.2 

6.8 

7.4 

6.8 

7.3 

6.7 

7.4

五条川 

矢戸川 

新堀用水 

江川用水 

野寄川 

一之杁用水 

井上橋 

豊国橋 

待合橋 

長野橋 

大市場橋 

大山寺住宅 

川井町地内 

石塚硝子南 

クリーン 
センター入口 

河川等名 地点名 時期 PH 
（水温） 

透視度 BOD 
（mg/l） 

COD 
（mg/l） 

SS 
（mg/l） 

DO 
（mg/l） 

T-P 
（mg/l） 

T-N 
（mg/l） 

Cd 
（mg/l） 
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※環境基準とは、環境基本法第１６条第１項の規定に基づき、騒音に係る環境上の条件について生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえ 
　で、維持することが望ましい基準を表します。 
※要請限度とは、道路周辺の生活環境が著しく損われると認められるときに、市長が道路管理者に道路修繕等の措置を要請または、県公安委員会 
　に道路交通法の規定による措置をとるよう要請できる限度を表します。 

・単位のWECPNLは加重等価平均感覚騒音レベルを表します。 

●混ぜないで―分ければ資源になりごみが減らせます 
　ごみを減らし、限りある資源を大切にするために、古
紙・古着類、プラスチック製容器包装、缶、びん類やペッ
トボトルなどの資源をごみに出さないでください。ごみと
して出されると、市は収集しない場合があります。 
●古紙・古着類は分別収集や古紙と古着の日、廃品回収に 
　古紙は新聞、ダンボール、雑誌・雑がみに分けて分別収
集に出してください。古着類は、洋服・和服・下着・靴下
などの衣類と、シーツ・タオルなどです。ぬれたもの、汚
れたものはリサイクルできませんので、洗って乾かして出
していただくとともに、雨が降ると予想される場合は透明
か半透明のビニール袋に入れて出していただくようお願い
します。 
●「このくらい」でも資源に―集まれば大きな力 
　封筒、メモ用紙、お菓子や薬等の紙箱など細かいものも、
ビニールなどは取り除き、いらなくなった紙袋などに入れ
て一まとめにして出してください。 
●みんな資源に、みんなでリサイクル 
　夏場は清涼飲料水の消費が伸びるなどしてペットボトル、
缶・びん類の排出が増えます。「燃やしてはいけないご
み」に混ぜてしまったりしないで、必ず分けて資源にしま
しょう。 
●問合先　清掃事務所（☎６６‐５９１２）または、環境保
全課生活環境係（☎３８‐５８０８）まで。 

　環境省では、地球温暖
化防止のため、ライトア
ップ施設や家庭の電気を
消していただくよう呼び
かける「ＣＯ２削減／ライ
トダウンキャンペーン」 
を実施しています。 
　これは、日常生活の中で、例えば電気を消してキ
ャンドルの明かりで過ごすなど、温暖化対策を実践
する動機付けを与えていくことを目的としたキャン
ペーンイベントです。 
　今年も６月２２日（金）（夏至）から２４日（日）
まで実施します。特に２４日の夜を「ブラックイル
ミネーション２００７～あかりを消して地球にやさ
しい生活を見つめ直そう～」とし、夜８時から１０
時までの２時間、全国のライトアップ施設に対し電
気を一斉に消灯していただくことを広く呼びかけて
います。 
　皆さんのご家庭でも電気を消して、キャンドルを
灯し、スローな夜を過ごしてみませんか？ 
●問合先　環境保全課環境啓発係（☎３８‐５８０
８）まで。 

【振動】 

昼間（７時～２０時） 

夜間（２０時～７時） 

昼間（７時～２０時） 

夜間（２０時～７時） 

鈴井町下新田　はなのき広場 

 

東新町　岩倉団地 

昼夜の別 

７０ 

６５ 

６５ 

６０ 

要請限度 

３９．９ 

３４．７ 

４８．７ 

４２．３ 

測定結果 測定場所 

【騒音】 
②道路交通騒音振動測定結果 

昼間（６時～２２時） 

夜間（２２時～６時） 

昼間（６時～２２時） 

夜間（２２時～６時） 

鈴井町下新田　はなのき広場 

 

東新町　岩倉団地 

昼夜の別 

７５ 

７０ 

７５ 

７０ 

要請限度 

７０ 

６５ 

７０ 

６５ 

環境基準 

６３．６ 

６１．０ 

６７．６ 

６４．０ 

測定結果 測定場所 

（単位：db） 

（単位：db） 

（単位：WECPNL） ①航空機騒音測定結果 

最大 

最小 

平均 

基準値 

岩倉東小学校 

６４．９ 

５５．０ 

６１．２ 

７０ 

測定結果 測定場所 
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岩
倉
市
医
師
会
　
清
水
美
仁
 

し 

み
ず
よ
し

 

と

 

　
現
代
は
視
覚
情
報
化
社
会
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

す
べ
て
の
情
報
の
９０
％
以
上
が
視
覚
情

報
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
、
パ

ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
ま
す
ま
す
目
を
酷
使
す
る
機
会
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

に
伴
っ
て
眼
精
疲
労
が
社
会
問
題
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
も

眼
精
疲
労
が
主
症
状
で
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
こ
れ
ら
の

眼
精
疲
労
の
原
因
は
屈
折
異
常
（
近
視
、

遠
視
、
乱
視
）
や
調
整
力
の
低
下
（
い

わ
ゆ
る
老
眼
）
が
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
 

　
最
近
、
眼
精
疲
労
の
大
き
な
原
因
と

し
て
ド
ラ
イ
ア
イ
が
注
目
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
仕
事
上
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業

に
お
い
て
瞬
き
の
減
少
と
ま
ぶ
た
の
幅

の
増
大
に
よ
る
涙
の
蒸
発
の
増
加
が
、

ド
ラ
イ
ア
イ
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ド
ラ
イ
ア
イ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
快

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
 

①
目
が
疲
れ
や
す
い
 

②
目
が
乾
い
た
感
じ
が
す
る
 

③
目
が
重
い
 

④
１０
秒
以
上
目
が
開
け
て
い
ら
れ
な
い
 

と
い
う
よ
う
な
症
状
で
す
。
特
に
コ
ン

タ
ク
ト
を
し
て
い
る
と
、
痛
み
を
感
じ

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意

で
す
。
　
 

ド
ラ
イ
ア
イ
の
検
査
 

　
眼
科
で
は
簡
単
に
ド
ラ
イ
ア
イ
の
検

査
が
で
き
ま
す
。
自
覚
症
状
の
内
容
や

程
度
な
ど
の
問
診
後
、
涙
の
量
や
質
、

目
の
表
面
の
状
態
を
診
察
し
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
ア
イ
の
治
療
 

①
ド
ラ
イ
ア
イ
は
涙
の
量
や
質
の
異
常

が
原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
治
療

に
は
涙
の
成
分
に
近
い
目
薬
（
人
工
涙

液
）
が
必
要
で
す
。
 

　
ド
ラ
イ
ア
イ
の
治
療
に
効
果
的
な
薬

に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い
る
目

薬
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
粘

性
が
あ
り
、
水
分
を
保
つ
効
果
が
あ
る

の
で
、
単
に
水
分
を
補
う
だ
け
で
な
く
、

涙
や
目
薬
を
長
く
目
の
表
面
に
保
つ
こ

と
に
よ
り
、
角
膜
表
面
の
傷
を
修
復
し

ま
す
。
 

②
涙
点
プ
ラ
グ
 

　
目
薬
で
十
分
効
果
が
期
待
で
き
な
い

場
合
は
、
涙
点
（
涙
の
出
口
で
ま
ぶ
た

の
上
下
に
あ
る
）
に
涙
点
プ
ラ
グ
（
シ

リ
コ
ン
製
）
を
挿
入
し
た
り
、
涙
点
を

縫
い
合
わ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
室
内
の
乾
燥
（
冷
暖
房
に
よ

る
）
を
予
防
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

加
湿
器
や
空
気
清
浄
機
を
利
用
す
る
の

も
有
能
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
さ
れ

て
い
る
人
は
意
識
的
に
瞬
き
を
増
や
し

て
み
る
の
も
有
用
で
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
画
面
の
位
置
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
視
線
を
正
面
よ
り
下
側
に
置
け

る
よ
う
に
画
面
の
位
置
を
工
夫
し
て
み

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
 

　
眼
精
疲
労
で
悩
ん
で
い
る
人
の
多
く

の
原
因
と
し
て
ド
ラ
イ
ア
イ
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
眼
科
で
は
、
症
状
に
応

じ
た
専
門
的
な
治
療
が
可
能
で
す
。
あ

な
た
の
症
状
に
あ
っ
た
適
切
な
治
療
を

受
け
て
、
快
適
な
日
常
生
活
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
 

ま
ば
た 
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市
で
は
、
市
役
所
１
階
に
市
民
相
談
室

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
相
談
室
に
は
、

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
市

民
相
談
員
が
在
室
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
１８
年
度
の
相
談
状
況
 

　
平
成
１８
年
度
中
に
市
民
相
談
室
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
は
、
１
千
４０
件
で
し
た
。
新

庁
舎
と
な
っ
て
以
来
６
年
連
続
で
増
加
し

て
お
り
、
市
民
の
５０
人
に
１
人
が
相
談
に

訪
れ
た
件
数
に
当
た
り
ま
す
。
 

　
相
談
を
種
類
別
に
見
る
と
、
一
般
相
談

５
７
４
件
、
年
金
相
談
２
２
０
件
、
法
律

相
談
１
３
４
件
の
順
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
般
相
談
の
内
容
別
で
は
、
サ
ラ
金
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
、
悪
質
商
法
に
関
す

る
も
の
が
１
５
７
件
、
土
地
、
建
物
、
近

隣
に
関
す
る
も
の
が
１
０
６
件
、
親
族
、

離
婚
に
関
す
る
も
の
が
８９
件
で
し
た
。
悪

質
商
法
に
関
す
る
も
の
で
は
、
根
拠
の
な

い
請
求
を
は
が
き
や
封
書
の
督
促
状
で
送

り
つ
け
る
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過
去
最

多
の
９０
件
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
覚
え
の

な
い
請
求
に
は
、
決
し
て
応
じ
な
い
で
、

市
民
相
談
室
か
警
察
に
必
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
 

　
市
民
相
談
室
で
は
、
問
題
解
決
の
た
め

の
対
策
や
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
助
言
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当

課
職
員
を
相
談
室
に
呼
ん
で
対
応
す
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
 

消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
市
で
は
、
一
層
複
雑
化
す
る
消
費
生
活

を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
４
月
か
ら
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

　
訪
問
販
売
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
や
架
空
請
求
・
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
悪
質
商
法
、
多
重
債
務
問
題
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
全
般

に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
契

約
書
や
通
知
の
ハ
ガ
キ
な
ど
の
資
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室
 　夫婦同姓は民法の規定ですが、今、さま

ざまな角度から検討が加えられています。 
　夫婦・パートナーの間でも個性が尊重で
きる夫婦別姓について考えて見ましょう。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 



問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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【岩倉市絵画協会展】 
　と　き　６／１８（月）～６／２４（日） 
　問合先　大野（☎３７‐００５７） 
【伊勢型紙展】 
　と　き　６／２５（月）～７／７（土） 
　問合先　近藤（☎３７‐３７１６） 

市民ギャラリー情報 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

        ●
第
３１
回
民
族
音
楽
レ
ク

　
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
〜
魅
惑
の
パ
ラ
グ
ア
イ

　
ハ
ー
プ
・
ア
ル
パ
〜
 

  　
世
界
各
地
の
民
族
音
楽
を
紹

介
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
。
 

　
今
回
は
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ

の
楽
器
ア
ル
パ
（
ハ
ー
プ
）
で
、

「
第
３
回
全
日
本
ア
ル
パ
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
金
賞
を
受
賞
し
た

ア
ル
パ
奏
者
、
増
永
雅
子
さ
ん

が
南
米
音
楽
を
中
心
に
演
奏
し

ま
す
。
 

　
美
し
い
ア
ル
パ
の
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
２４
日
（日）
午
後
２

時
〜
（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

▼
出
演
者
　
ア
ル
パ
…
増
永
雅

子
、
ギ
タ
ー
…
山
田
恵
範
 

▼
主
な
曲
　
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん

で
ゆ
く
、
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、

い
つ
も
な
ん
ど
で
も
（
千
と
千

尋
の
神
隠
し
よ
り
）
　
ほ
か
 

▼
入
場
料
　
３
０
０
円
（
直
接

会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
）
 

▼
定
員
　
２
０
０
人
　
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
 

           ▼
と
き
　
６
月
１７
日
（日）
午
前
９

時
〜
正
午
 

※
雨
天
の
場
合
は
２４
日
（日）
　
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま

に
ご
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
出
店
者
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
４０
店
、
野
菜
の
広
場
、
み
の

り
の
里
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
） 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

　
館
行
事
『
親
子
で
体
験

　
「
手
打
ち
う
ど
ん
」
』
 

  　
児
童
館
で
は
、
日
曜
・
祝
日

開
館
に
合
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
親
子
で
一
緒
に
手
打
ち
う
ど

ん
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
６
月
１０
日
（日）
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
内
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
親
子

２
人
）
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
お
茶
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１７
日
（日）
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８

‐
６
１
０
１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

社
本
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
俳
句
俳
画
作
品
展
 

  　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
夏

季
の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２
日
（土）
〜
１７
日

（日）
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
‐

６
８
４
４
）
 

催し  

ま
す
な
が
ま
さ 

こ 

や
ま 

だ 

よ
し
の
り 
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  ●
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
生
演

　
奏
で
歌
謡
曲
を
歌
お
う
 

           　
岩
倉
市
在
住
の
セ
ン
ト
ラ
ル

愛
知
交
響
楽
団
員
を
中
心
と
し

た
「
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
生
伴
奏
し
ま

す
。
一
般
公
募
で
参
加
い
た
だ

く
市
民
の
皆
さ
ん
約
１０
人
の
人

に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１５
日
（金）
午
後
６

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
 

▼
内
容
 

★
第
１
部
　
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
よ
る
演
奏
 

主
な
曲
…
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー

愛
の
テ
ー
マ
、
映
画
音
楽
メ
ド

レ
ー
 

★
第
２
部
　
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
バ
ッ
ク
に
市
民
の
人
が

自
慢
の
ナ
ン
バ
ー
を
歌
い
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

  　
幼
い
子
ど
も
は
あ
そ
ぶ
こ
と

で
、
心
と
身
体
が
育
ち
ま
す
。

実
際
に
一
緒
に
あ
そ
び
な
が
ら
、

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
６
月
１５
日
（金）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
テ
ー
マ
　
子
ど
も
と
あ
そ
び
 

▼
講
師
　
水
谷
暎
子
さ
ん
（
日

本
福
祉
大
学
講
師
）
 

▼
定
員
　
３５
組
（
親
子
同
伴
可
、

先
着
順
）
 

▼
申
込
受
付
　
６
月
１
日
（金）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
☎
３
８
‐
３
９
１
１
）
 

  ●
精
神
保
健
福
祉
普
及
講

　
演
会
 

  　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
ス
タ

ー
ト
し
て
１
年
が
経
過
し
た
今
、

精
神
障
害
を
有
す
る
人
と
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、
講
師

の
青
木
先
生
の
２０
年
間
の
関
わ

り
を
通
し
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

　
ま
た
、
当
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
「
し
ら
ゆ
り
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
 

　
し
ら
ゆ
り
福
祉
会
の
活
動
に

関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
２７
日
（水）
午
後
２

時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
第
１
会
議
室
（
江
南
市
北
野

町
川
石
２５
‐
１
☎
５
５
‐
２
３

２
１
）
 

▼
内
容
　
「
ぼ
ち
ぼ
ち
い
き
ま

し
ょ
か
〜
精
神
障
碍
を
有
す
る

方
と
の
２０
年
間
の
関
わ
り
を
通

じ
て
〜
」
 

▼
講
師
　
青
木
聖
久
さ
ん
（
日

本
福
祉
大
学
准
教
授
）
 

▼
対
象
者
　
精
神
障
害
者
の
家

族
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の

あ
る
人
 

▼
定
員
　
５０
人
（
先
着
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１
日
（金）
か

ら
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）
 

  ●
あ
ゆ
み
の
家
講
演
会
 

  　
あ
ゆ
み
の
家
で
は
、
心
身
の

発
達
に
遅
れ
や
つ
ま
ず
き
の
あ

る
子
ど
も
の
育
児
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
　
 

▼
と
き
　
７
月
７
日
（土）
午
前
１０

時
〜
１１
時
４５
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

▼
テ
ー
マ
　
「
子
ど
も
と
向
き

あ
う
心
を
育
て
る
」
 

▼
講
師
　
石
田
弘
子
さ
ん
（
居

宅
支
援
事
業
所
ジ
ェ
ネ
ラ
ス
理

学
療
法
士
）
　
 

▼
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家
（
☎

６
６
‐
５
９
０
１
）
 

  ●
教
科
書
展
示
会
 

  　
義
務
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い

る
教
科
書
は
通
常
４
年
ご
と
に

採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
 

　
平
成
１６
年
度
は
小
学
校
用
、

平
成
１７
年
度
は
中
学
校
用
教
科

書
の
採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
平
成
１９
年
度
は
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
と

同
一
の
も
の
を
採
択
す
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
高
等
学
校
で
使
用
さ

れ
て
い
る
教
科
書
は
、
各
高
等

学
校
に
お
い
て
毎
年
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民

の
皆
様
の
教
科
書
に
対
す
る
理

解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
６
月
１１
日
（月）
か
ら
７

月
５
日
（木）
ま
で
の
間
、
県
内
２１

か
所
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
教

科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
の
た
め
の
教
科
書
や
一
般
図

書
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
展
示
会
場
に
は

投
書
箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

教
科
書
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
開
館
時
間
、
休
館
日
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
規
定
に
よ

り
ま
す
。
 

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
義
務
教

育
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/kyoiku/g
im
ukyoiku/index.

h
tm
l

 

▼
尾
張
西
部
地
区
の
教
科
書
セ

ン
タ
ー
 

★
江
南
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
江

南
市
立
図
書
館
（
☎
５
６
‐
２

３
０
６
）
 

※
６
月
２８
日
（木）
は
休
館
日
 

★
稲
沢
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
稲

沢
市
立
中
央
図
書
館
（
☎
３
２

‐
０
８
６
２
）
 

※
月
曜
日
は
休
館
日
 

★
一
宮
教
科
書
セ
ン
タ
ー
　
一

宮
地
域
文
化
広
場
（
☎
０
５
８

６
‐
５
１
‐
２
１
８
０
）
 

※
月
曜
日
は
休
館
日
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
教
育
委
員

会
義
務
教
育
課
（
☎
０
５
２
‐

９
５
４
‐
６
７
９
０
）
 

み
ず
た
に
て
る 

こ 

あ
お 

き 

き
よ
ひ
さ 

い
し 

だ 

ひ
ろ 

こ 
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        ●
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
グ
参
加
者
 

  　
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と

一
緒
に
五
条
川
沿
い
を
歩
き
ま

せ
ん
か
。
い
つ
か
ら
で
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
、

集
合
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

▼
日
時
・
集
合
場
所
 

★
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
…
八

剱
憩
い
の
広
場
（
八
剱
町
）
 

★
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
…
お

祭
り
広
場
（
下
本
町
）
 

▼
内
容
　
 

①
準
備
体
操
と
正
し
い
歩
き
方

の
指
導
 

②
約
４５
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

歩
く
速
さ
や
距
離
は
各
自
で
調

整
可
能
で
す
。
 

③
整
理
体
操
 

▼
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装

・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
参
加
者
 

          　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
市

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２４
日
（日）
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ

Ｇ
Ｉ
（
一
宮
市
）
 

▼
試
合
方
法
 

★
個
人
戦
 

★
順
位
は
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
点

で
決
定
 

★
女
性
、
６０
歳
以
上
の
人
、
小

学
生
、
中
学
生
に
は
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
前
回
ま
で
の
大
会
で
入
賞

（
優
勝
〜
６
位
）
さ
れ
た
人
は
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
過
去
３
年
の
優

勝
者
に
は
、
１
ゲ
ー
ム
に
つ
き

２０
点
の
マ
イ
ナ
ス
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
１
千
円
 

▼
表
彰
　
入
賞
、
と
び
賞
、
各

部
門
賞
、
参
加
賞
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
小
学
３
年
生
以
上
の

人
ま
た
は
、
体
育
協
会
会
員
お

よ
び
体
育
協
会
賛
助
会
員
 

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
‐
２
２

２
２
）
 

  ●
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

　
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

で
は
、
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
８
日
（日）
　
午
前

９
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
 

▼
種
目
　
一
般
ダ
ブ
ル
ス
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

（
岩
倉
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

会
員
は
、
１
人
４
０
０
円
）
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
の
人
 

▼
申
込
締
切
日
　
６
月
３０
日
（土）
 

▼
申
込
先
　
体
育
協
会
事
務
局

（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内

☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
中
山
（
☎
３
７
‐

０
６
３
０
）
 

  ●
初
心
者
水
泳
教
室
参
加
者
 

            　
教
育
委
員
会
で
は
、
初
心
者

を
対
象
に
、
基
本
技
術
の
習
得

を
目
指
し
た
８
回
コ
ー
ス
の
水

泳
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
 

▼
と
き
　
７
月
７
日
（土）
・
８
日

（日）
・
１４
日
（土）
・
１５
日
（日）
・
２１
日

（土）
・
２２
日
（日）
、
８
月
４
日
（土）
・

５
日
（日）
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
市
営
大
地
プ
ー
ル
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
小
学
生
以
上
の
人
で

２５
㍍
を
泳
げ
な
い
人
 

▼
参
加
費
　
１
千
６
０
０
円

（
入
場
料
含
む
）
 

▼
定
員
　
５０
人
（
募
集
予
定
内

訳
…
中
学
生
以
上
１０
人
、
小
学

生
４０
人
）
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
９
日
（土）
午

前
１０
時
に
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
・
研
修
室
で

受
け
付
け
ま
す
（
申
込
多
数
の

場
合
は
、
１０
時
の
時
点
で
抽
選

し
ま
す
）
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６

６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
「
地
域
子
ど
も
教
室
」

　
指
導
員
 

  　
毎
週
土
曜
日
に
小
学
校
を
活

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
活
動
し
、
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
４
月
よ
り
「
地

域
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

　
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
は
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

学
習
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
、
地
域
の
大
人
の

力
を
結
集
し
て
支
援
す
る
活
動

で
す
。
 

　
そ
こ
で
地
域
子
ど
も
教
室
の

指
導
員
と
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
子
ど
も
が
好
き
な
人
で
あ
れ

ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
遊
び
や
学
習
の

分
野
で
指
導
員
と
し
て
登
録
し

ま
せ
ん
か
。
 

▼
指
導
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午

前
９
時
〜
正
午
 

募集  
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講座  
教室  

手続き 

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
期
間

・
祝
日
等
は
除
き
ま
す
。
 

▼
指
導
場
所
　
市
内
各
小
学
校

の
体
育
館
、
図
書
室
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
 

▼
仕
事
内
容
等
　
各
箇
所
の
開

放
・
施
錠
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
学
習
活
動
の
指
導
や
子
ど

も
の
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
指
導
員
は
各
か
所

に
１
人
配
置
さ
れ
ま
す
（
た
だ

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
２

人
配
置
）
。
 

　
な
お
、
体
育
館
・
図
書
室
で

活
動
す
る
指
導
員
は
、
月
に
１

回
打
合
せ
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
対
象
　
１８
歳
か
ら
６５
歳
ま
で

で
健
康
な
人
 

▼
謝
礼
　
１
回
２
千
４
６
０
円
 

※
た
だ
し
、
打
合
せ
会
は
８
２

０
円
 

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
所

定
の
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
を

生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
） 

  ●
国
民
健
康
保
険
税
嘱
託

　
徴
収
員
 

  　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
業

務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
嘱
託

徴
収
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
７
月
１
日
（日）
 

▼
応
募
締
切
日
　
６
月
１５
日
（金）
 

▼
応
募
受
付
時
間
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
報
酬
等
　
市
の
規
定
に
よ
る

（
通
勤
手
当
・
社
会
保
障
制
度

有
）
 

▼
試
験
日
時
　
６
月
２１
日
（木）
午

後
１
時
３０
分
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
７
階
第

１
委
員
会
室
 

▼
試
験
内
容
　
作
文
と
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８
‐
５

８
０
７
）
 

  ●
固
定
資
産
鑑
定
評
価
員
 

  　
平
成
２１
年
度
固
定
資
産
（
土

地
）
の
評
価
替
え
に
活
用
す
る

標
準
宅
地
の
鑑
定
評
価
を
行
う

固
定
資
産
鑑
定
評
価
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

▼
主
な
業
務
　
指
定
さ
れ
た
宅

地
の
平
成
２０
年
１
月
１
日
現
在

で
の
鑑
定
評
価
 

※
指
定
さ
れ
た
宅
地
…
尾
張
北

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
標
準
宅
地
（
岩

倉
市
な
ど
１１
市
町
）
 

▼
募
集
要
件
 

★
不
動
産
鑑
定
業
者
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
不
動
産
鑑
定
士
 

★
不
動
産
鑑
定
業
者
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
事
務
所
に
所
属

し
て
い
る
不
動
産
鑑
定
士
お
よ

び
不
動
産
鑑
定
士
補
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１５
日
（金）
ま

で
に
、
税
務
課
に
備
え
て
あ
る

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
税
務
課
課

税
第
２
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０

６
）
 

        ●
児
童
手
当
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
 

  　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
郵
便
で
お
送
り
し

ま
す
今
年
度
の
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
６
月
２９
日
（金）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
た
め
に
、
受
給
者

の
所
得
や
児
童
の
監
護
・
養
育

の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
届
け
が
出
さ
れ
な
い
と
、
６

月
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
 

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
 

★
児
童
手
当
現
況
届
 

★
厚
生
年
金
加
入
の
人
は
受
給

者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
コ
ピ
ー
 

★
印
鑑
（
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
訂
正
が
あ
る
場
合
に

必
要
）
 

★
平
成
１９
年
１
月
１
日
に
市
内

に
住
所
が
な
か
っ
た
人
は
、
平

成
１９
年
１
月
１
日
現
在
の
所
在

地
の
税
務
課
等
で
発
行
の
平
成

１９
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
 

　
な
お
、
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
確
認

の
う
え
、
期
限
内
（
必
着
）
に

児
童
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

▼
送
付
先
　
〒
４
８
２
‐
８
６

８
６
岩
倉
市
栄
町
一
丁
目
６６
番

地
児
童
課
児
童
係
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
 

        　
社
会
福
祉
協
議
会
登
録
団
体

　
自
主
企
画
講
座
 

●
レ
ッ
ツ
ド
ゥ
ー
要
約
筆
記
 

  　
何
か
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
、
要
約
筆
記
は
い

か
が
で
す
か
？
 

　
「
要
約
筆
記
」
と
は
、
耳
の

不
自
由
な
人
へ
、
そ
の
場
で
書

い
て
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
日
本
語
の
書
け
る
人
な
ら

誰
で
も
で
き
ま
す
。
５
回
の
講

座
で
楽
し
く
基
礎
を
学
び
、
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
６
月
１１
日
・
１８
日
・

２５
日
、
７
月
２
日
・
９
日
の
月

曜
日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
零

時
３０
分
（
全
５
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
福
祉
団
体
活
動
室
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
講
師
　
黒
田
和
子
さ
ん
 

▼
協
力
団
体
　
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
さ
く
ら
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３

１
３
５
）
ま
た
は
、
桑
原
（
☎

６
６
‐
６
４
９
０
）
 

く
ろ  

だ  

か
ず 

 

こ 
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健康  

  ●
こ
ど
も
の
救
命
講
習
会

　
〜
こ
ど
も
を
事
故
か
ら

　
守
ろ
う
〜
 

  　
こ
ど
も
に
、
小
さ
な
事
故
や

け
が
は
つ
き
も
の
で
す
。
事
故

や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

も
っ
と
も
大
切
で
す
が
、
も
し

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
 

　
そ
こ
で
、
こ
ど
も
の
起
こ
し

や
す
い
事
故
や
け
が
と
、
そ
の

対
処
方
法
に
つ
い
て
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
６
月
２０
日
（水）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事

故
か
ら
守
ろ
う
」
・
実
技
「
こ

ど
も
の
救
急
救
命
法
」
 

▼
講
師
　
岩
倉
市
消
防
職
員

（
救
急
救
命
士
）
 

▼
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親
 

▼
定
員
　
３０
組
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１
日
（金）
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た

は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ
　
ヘ
ル

　
ス
セ
ミ
ナ
ー
〜
更
年
期

　
の
自
分
と
上
手
に
つ
き

　
あ
う
た
め
に
〜
 

  　
更
年
期
と
い
え
ば
、
人
生
も

半
ば
、
健
康
を
含
め
て
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
改
め
て
考
え
る
時

期
で
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
が
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
お
よ
ぼ
し
て
き
ま
す
。
 

　
体
や
心
の
変
化
と
そ
の
対
処

方
法
を
学
び
、
更
年
期
を
上
手

に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
７
月
６
日
（金）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
講
演
・
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
「
自
分
の
体
を
知
っ
て
更

年
期
を
う
ま
く
乗
り
切
ろ
う
」
 

▼
講
師
　
助
産
師
 

▼
対
象
　
４０
歳
〜
５０
歳
代
の
女

性
 

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
４
日
（月）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
家
庭
で
の
食
中
毒
対
策
 

  　
今
年
も
食
中
毒
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
食
中
毒
の
原

因
に
は
病
原
性
大
腸
菌
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
等
が
あ
り
ま
す
。
食

中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、
食
中

毒
菌
を
「
付
け
な
い
」
「
増
や

さ
な
い
」
「
殺
菌
す
る
」
で
す
。

で
は
具
体
的
に
細
か
く
ポ
イ
ン

ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

ポ
イ
ン
ト
１
…
食
品
の
購
入
 

★
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

食
べ
き
れ
る
量
だ
け
購
入
し
ま

し
ょ
う
。
表
示
の
あ
る
も
の
は

消
費
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

購
入
し
た
肉
や
魚
か
ら
の
水
気

が
漏
れ
出
て
、
他
の
食
品
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包
み
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

★
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管

理
の
必
要
な
食
品
の
購
入
は
買

い
物
の
最
後
に
し
、
持
ち
帰
っ

た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
２
…
家
庭
で
の
保
存
 

★
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
食
品
を

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

★
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
過
信
せ

ず
、
食
品
の
長
期
保
存
は
避
け
、

早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
３
…
下
準
備
 

★
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
。
手
洗
い
は
簡
単
で
効
果
的

な
食
中
毒
予
防
で
す
。
 

★
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の

ま
な
板
や
包
丁
で
、
果
物
や
野

菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食
品
や
、

調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を
切
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

★
ま
な
板
・
包
丁
・
食
器
・
ふ

き
ん
・
た
わ
し
・
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
は
、
使
用
後
す
ぐ
に
、
洗
剤

と
流
水
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
は
さ

ら
に
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
、
乾

燥
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

★
冷
凍
食
品
な
ど
は
、
料
理
に

使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍
し

た
ら
す
ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
４
…
調
理
 

★
台
所
を
清
潔
に
し
、
タ
オ
ル

や
ふ
き
ん
は
乾
い
て
清
潔
な
も

の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は

中
心
部
の
温
度
が
、
７５
℃
で
一

分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
電
子
レ
ン
ジ
は
、
レ
ン
ジ
用

の
容
器
を
使
い
、
熱
の
伝
わ
り

に
く
い
も
の
は
時
々
か
き
混
ぜ

ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
５
…
食
事
 

★
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
 

★
清
潔
な
器
具
、
食
器
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
 

★
温
か
い
料
理
は
温
か
く
、
冷

や
し
て
食
べ
る
料
理
は
冷
た
く

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

★
調
理
前
・
調
理
後
の
食
品
は

室
温
に
長
く
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
６
…
残
っ
た
食
品
 

★
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器

具
・
食
器
を
使
い
、
早
く
冷
え

る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け

し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
古
い

も
の
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し

ょ
う
。
 

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち

ん
と
押
さ
え
、
家
庭
か
ら
食
中

毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
下
痢

を
し
た
り
、
気
持
ち
が
悪
く
な

っ
た
り
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

　
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

　
済
に
関
す
る
法
律
に
つ

　
い
て
 

  　
「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
が
平
成
１８
年
３
月
２７

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
労
災
保
険
等
で
補

償
さ
れ
な
い
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
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相 談 
その他 

ト
）
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん

を
発
症
し
て
い
る
人
お
よ
び
法

律
施
行
前
に
こ
れ
ら
の
疾
病
に

よ
り
死
亡
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族

に
対
し
て
、
「
医
療
費
等
の
救

済
給
付
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

▼
申
請
等
の
受
付
 

　
環
境
再
生
保
全
機
構
ま
た
は
、

江
南
保
健
所
に
ご
相
談
の
う
え

申
請
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
再
生

保
全
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

tt 
p
://w

w
w
.e
rc
a
.g
o
.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
 

        ●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

　
管
理
し
ま
し
ょ
う
 

  　
家
庭
の
浄
化
槽
は
、
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
水

質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、

ま
た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
（
点
検
・
修
理
な
ど
）
、

清
掃
、
法
定
検
査
（
水
質
検
査

な
ど
）
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守

点
検
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化

槽
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
で
き

ま
す
。
登
録
業
者
は
愛
知
県
環

境
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
: 

//w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ka
n

kyo
/m
izu
/s
e
ih
a
i/in
d
e
x.

h
tm
l

）
で
検
索
す
る
か
、
愛
知

県
尾
張
事
務
所
環
境
保
全
課

（
☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
７
２

１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

　
浄
化
槽
で
は
、
し
尿
等
を
微

生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
浄
化
し

ま
す
が
、
そ
の
際
発
生
す
る
汚

泥
の
清
掃
を
年
１
回
以
上
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩

倉
市
許
可
業
者
の
㈱
ア
イ
ホ
ク

（
☎
６
６
‐
２
１
１
２
）
が
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
総
合
的

に
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

こ
の
法
定
検
査
に
は
、
新
設
し

た
浄
化
槽
の
検
査
（
７
条
検
査
）

と
年
１
回
の
定
期
検
査
（
１１
条

検
査
）
が
あ
り
ま
す
。
愛
知
県

で
は
昨
年
１０
月
か
ら
建
築
確
認

の
完
了
検
査
ま
た
は
浄
化
槽
設

置
届
出
の
時
に
併
せ
て
、
７
条

検
査
の
手
数
料
振
込
証
明
書
の

コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
定
検

査
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
（社）
愛
知
県

浄
化
槽
協
会
（
☎
０
５
２
‐
４

８
１
‐
７
１
６
０
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
異
物
な
ど
が
浄
化
槽

に
混
入
し
て
い
る
と
、
浄
化
槽

の
処
理
能
力
が
十
分
発
揮
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
や
台
所
か

ら
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄

化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
） 

  ●
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

　
ス
の
ご
利
用
を
 

  　
「
あ
っ
！
　
火
事
だ
。
場
所

は
ど
こ
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
時
、

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
消
防
署
で
は
、
火
災
発
生
時
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
場
所
等
を
消

防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
３

８
‐
３
１
１
９
）
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
１
１
９
番
で
の

問
い
合
わ
せ
は
、
他
の
緊
急
通

報
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
消
防
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
消
防
車
・
救
急
車
が
早
く
出

動
で
き
る
よ
う
に
通
報
は
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

★
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
 

★
火
災
、
救
急
等
を
は
っ
き
り

と
 

★
場
所
、
目
標
物
を
明
確
に
 

★
事
故
等
の
内
容
を
く
わ
し
く
 

★
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
 

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
 

　
消
防
車
が
緊
急
出
動
す
る
と

き
は
、
火
災
の
と
き
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
な

ど
の
救
助
出
動
や
油
漏
れ
等
警

戒
出
動
の
ほ
か
、
救
急
隊
か
ら

の
要
請
で
消
防
隊
が
消
防
車
で

支
援
に
向
か
う
場
合
に
は
サ
イ

レ
ン
音
の
み
（
ウ
ー
ウ
ー
）
で

す
。
火
災
の
と
き
に
は
サ
イ
レ

ン
と
警
鐘
（
ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン

カ
ン
）
の
両
方
を
鳴
ら
す
よ
う

に
使
い
分
け
て
出
動
し
て
い
ま

す
の
で
「
サ
イ
レ
ン
す
ぐ
火
事

だ
」
と
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
）
 

  ●
適
応
指
導
教
室
「
お
お

　
く
す
」
を
開
設
し
て
い

　
ま
す
 

  　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
で
、

不
登
校
お
よ
び
そ
の
傾
向
に
あ

る
市
内
に
お
住
ま
い
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
適
応
指
導
教

室
「
お
お
く
す
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
 

　
「
お
お
く
す
」
で
は
、
個
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
し
、
心
の
居
場
所
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
再
び
学

校
へ
戻
る
活
力
や
社
会
に
適
応

し
て
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。
 

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直

接
、
適
応
指
導
教
室
ま
た
は
、

学
校
教
育
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
入
室
に
つ
い
て
は
、
協
議

後
に
決
定
し
ま
す
。
 

▼
開
設
日
　
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
 

※
祝
祭
日
お
よ
び
夏
休
み
な
ど

の
学
校
の
長
期
休
業
中
は
休
室

と
な
り
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
適
応
指
導
教
室

（
く
す
の
き
の
家
２
階
）
 

▼
入
室
方
法
　
在
籍
す
る
学
校

や
適
応
指
導
教
室
、
学
校
教
育

課
と
相
談
の
う
え
、
在
籍
す
る

学
校
を
通
し
て
入
室
の
申
し
込

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
用
紙
は
市
内
小
中
学
校
、

学
校
教
育
課
、
適
応
指
導
教
室

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
３
）
ま
た

は
、
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
☎

３
８
‐
５
８
１
８
）
 



平成19年6月1日 18

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、無駄の
ない消費生活のためにご活用ください。物品のやり
とりは、当事者間で話し合っていただきます。 
登録物品（４月２７日現在） 
★譲ります（有償）　三味線、岩倉中学校制服・コー
ト（女子用）、チェスト、自転車（男児用）、墨絵の
額縁、事務机・いす、ハロゲンヒーター、空手着、
子ども服（女子用） 
★あげます（無償）　尾北高校制服（女子用）、ベビ
ーカー、チャイルドシート、髪カット用品（ナショ
ナルスキカル）、髪カット用品（パックンクラブ）、
子ども用屋外遊具、ベッド（ベッド・机一体形） 
★求めます　蚊帳、ワープロ、チャイルドシート、
コンビラック、ベビーカー（双子用）、ベビーラック、
バウンサー 
　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも
確認できます。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２） 

  ●
第
５７
回
社
会
を
明
る
く

　
す
る
運
動
「
ふ
れ
あ
い

　
と
　
対
話
が
築
く
　
明

　
る
い
社
会
」
 

  　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。
 

　
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の

は
、
地
域
社
会
で
あ
り
、
ま
た

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た

少
年
の
更
生
を
果
た
す
場
も
地

域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
更
生
を
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本

人
の
意
欲
と
併
せ
、
本
人
を
取

り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
 

　
近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重

大
な
事
件
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
急
激

な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
地
域

社
会
の
機
能
が
弱
体
化
し
、
住

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
の

対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域
社
会

や
家
庭
が
有
し
て
い
た
犯
罪
抑

止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
を

は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅

広
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
や

希
望
を
持
っ
て
、
支
え
合
っ
て

生
き
て
い
け
る
明
る
い
地
域
づ

く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
始
ま
り
は
…
 

　
こ
の
運
動
は
、
終
戦
後
、
社

会
が
荒
廃
し
て
い
た
中
、
住
む

場
所
も
食
べ
る
物
も
な
く
街
に

あ
ふ
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

将
来
を
危
惧
し
た
東
京
・
銀
座

の
商
店
街
の
有
志
の
人
た
ち
が

行
っ
た
催
し
物
「
銀
座
フ
ェ
ア
」

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
り
、

そ
の
後
、
法
務
省
の
主
唱
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

岩
倉
市
で
の
活
動
 

　
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
強
調
月
間
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
７
月
２
日
（月）

に
岩
倉
駅
を
は
じ
め
、
市
内
数

か
所
で
江
南
保
護
区
岩
倉
市
地

区
保
護
司
会
が
中
心
と
な
り
、

岩
倉
市
更
生
保
護
女
性
会
、
江

南
保
健
所
、
江
南
少
年
補
導
委

員
会
岩
倉
分
会
、
岩
倉
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
本
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
岩
倉
第
１
団
、
江
南
警

察
署
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル

　
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

  　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
、
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
安
全
性
が
確
保

さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
自
動
車
乗
車
中
に

亡
く
な
っ
た
人
の
４
割
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
う
ち
、
５
割
の
人
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
た
ら
助

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

自
動
車
乗
車
中
の
６
歳
未
満
の

幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
６

月
１１
日
（月）
か
ら
２０
日
（水）
ま
で
の

１０
日
間
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強

化
旬
間
と
し
、
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
総
務
係
（
☎
５
６
‐
０
１
１

０
）
 

  　
６
月
３
日
 （日）
〜
９
日
 （土）
 

●
危
険
物
安
全
週
間
で
す
 

  　
６
月
３
日
（日）
〜
９
日
（土） 
ま
で
、

全
国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

身
近
に
あ
る
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン

等
の
取
り
扱
い
や
、
保
管
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
一
般
の
ご
家
庭
で
、
冬
の
間

暖
房
器
具
等
で
使
用
し
残
し
て

し
ま
っ
た
灯
油
は
、
直
接
日
光

の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
危
険
物
を
常
時
取
り
扱
う
事

業
所
で
は
「
慣
れ
」
に
よ
る
事

故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
常
日
頃
の
取
り
扱
い
に
注

意
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
 

　
今
一
度
、
危
険
物
の
正
し
い

取
り
扱
い
を
、
お
互
い
に
確
認

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課

予
防
防
災
係
（
☎
３
７
‐
５
３

３
３
内
線
２
２
２
）
 

★不用品データバンク★ 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

　「水道週間」は、衛生的に安全な水を送り出す
「水道」を考え、関心と理解を高め、水道の健全
な発展を図ろうとするものです。 
安全でおいしい水を供給するために 
　岩倉市では、法で定める厳しい水質基準で管理
された安全でおいしい水をお届けしています。 
貯水槽の管理をお忘れなく 
　ビル等に設置されている貯水槽、高置水槽は、
施設の設置者に管理していただいています。 
　ビル等の飲み水を安全で衛生的に飲むためには、
１年に１回以上の清掃を実施しましょう。 

上水道工事の申し込みは、岩倉市指定給水装置
工事事業者へ 
　建物を新築し給水が必要な場合や、増改築な
どで水道管の太さの変更を希望される場合には、
岩倉市指定給水装置工事事業者を通じて水道課
に工事を申し込んでください。 
　問合先　水道課施設係（☎３８‐５８１６） 

水道週間　６月１日（金）～７日（木） 

岩倉市指定給水装置工事事業者一覧表 

▼
 

伊藤水道工業㈱岩倉支店 

㈱江口組 

栗本土木㈱ 

桑原鉄工所 

㈲小森管工 

桜井工業㈱ 

昭和土建㈱岩倉支店 

関戸工業㈱ 

大興建設㈱岩倉支店 

㈱大栄企業 

㈱タテビシ 

㈱長谷川組岩倉支店 

㈲八信建設 

㈱間瀬設備工業 

㈱松本工務店 

御幸建設㈱岩倉支店 

㈲ユタカ設備 

㈲日野設備 

㈱吉村商会 

㈲ダイワ設備 

小島設備 

水道センター㈱岩倉支店 

ハヤカワ工業㈱ 

㈱佐藤水工社 

㈱岩倉工務店 

船橋設備㈱ 

旭建設㈱ 

㈲佐藤設備 

㈱吉田冷暖房工業所 

中本町古市場 

中本町西出口 

八剱町 

曽野町中街道 

神野町川添 

西市町西野々 

大地新町一丁目 

西市町桝東 

新柳町一丁目 

中本町南白山 

本町宮東 

稲荷町羽根 

八剱町樋口 

旭町二丁目 

大市場町順喜 

本町上郷前 

下本町西沼 

一宮市緑三丁目 

一宮市緑一丁目 

名古屋市西区上橋町 

小牧市大字久保一色 

八剱町寺山 

一宮市桜二丁目 

小牧市小木五丁目 

北島町九反畑 

一宮市下沼町二丁目 

一宮市萩原町西御堂 

北名古屋市六ッ師松葉 

名古屋市北区六が池町 

３７－１３４５ 

６６－５１０８ 

６６－３３３３ 

３７－０４７８ 

３７－５８２３ 

３７－２２０５ 

３７－６６２５ 

６６－６３３６ 

６６－０７９２ 

６６－３３２１ 

３７－２７３４ 

６６－５２２９ 

３７－３９６２ 

３７－５７６７ 

６６－１１６８ 

６６－７０１３ 

６６－１８６０ 

０５８６－２４－２４５１ 

０５８６－２４－３８０１ 

０５２－５０４－６１８０ 

０５６８－４１－３４３４ 

３８－６５０２ 

０５８６－７１－４４７５ 

０５６８－７３－４１９１ 

６６－７７１１ 

０５８６－７１－３００２ 

０５８６－６８－６２５５ 

０５６８－２２－５７２６ 

０５２－９０１－４４７６ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

３２ 

許可 
番号 業者名 所在地 電話番号 

井戸惣工業㈱ 

三重水道ｾﾝﾀｰ 

サカイ技研㈱一宮工場 

㈱ジェーケー・サービス 

㈲大永設備 

㈲今井工業所 

㈱水野設備 

フルタハウジング㈱ 

㈲内田水道設備工事店 

㈲戸松設備工業 

三東設備工事㈱ 

後藤設備 

明生工業 

㈲富田設備 

㈱富士総合設備事務所 

㈲新井工業 

㈱光栄設備 

㈲岡田工業 

双伸工業㈱ 

㈲永田設備工業 

㈱山新設備 

協立設備工業㈱ 

㈱近藤設備工事店 

ダイスイ設備㈱ 

㈱ヤジマ 

㈱ヤママ住建 

善勝㈲ 

㈱愛北製作所 

江南市東野町郷前西 

三重県四日市市大矢知町 

一宮市丹陽町九日市場字中田 

江南市古知野町熱田 

北名古屋市西之保青野 

一宮市桜一丁目 

犬山市字巾廻り 

小牧市大字三ツ渕 

小牧市若草町 

一宮市昭和一丁目 

名古屋市千種区桜が丘 

一宮市泉一丁目 

一宮市春明字山前 

名古屋市守山区新守西 

半田市岩滑中町四丁目 

新柳町二丁目 

大府市共西町七丁目 

海部郡蟹江町学戸四丁目 

名古屋市中川区横前町 

一宮市今伊勢町宮後字東茶原 

津島市唐臼町西島 

名古屋市千種区高見一丁目 

一宮市小赤見字秋吉 

名古屋市熱田区古新町二丁目 

江南市宮後町砂場東 

小牧市大字北外山 

津島市元寺町二丁目 

北名古屋市宇福寺神明 

５６－２４７２ 

０５９－３６４－０２９９ 

０５８６－８１－５６５０ 

５４－０５００ 

０５６８－２２－８２１９ 

０５８６－７２－７７１２ 

０５６８－６７－２５３４ 

０５６８－７７－８０３９ 

０５６８－７５－０８４８ 

０５８６－４４－７０４１ 

０５２－７８２－２３２２ 

０５８６－７２－８５６１ 

０５８６－７６－２９３５ 

０５２－７９１－４６７６ 

０５６９－２２－３２８２ 

３７－０３５３ 

０５６２－４８－３３４４ 

０５６７－９５－８６８３ 

０５２－４１２－４２２１ 

０５８６－４６－２８８８ 

０５６７－３１－０４２７ 

０５２－７５１－２００４ 

０５８６－７７－７９２５ 

０５２－６８１－６０１９ 

５４－０２２７ 

０５６８－７７－６９８５ 

０５６７－２２－５２００ 

０５６８－２２－００２２ 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 

３７ 

３８ 

３９ 

４０ 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

４５ 

４６ 

４７ 

４８ 

４９ 

５０ 

５１ 

５２ 

５３ 

５４ 

５５ 

５６ 

５７ 

５８ 

５９ 

６０ 

許可 
番号 業者名 所在地 電話番号 

★
日
本
の
祭
り
 

 　
　
　
　
　
菅
田
　
正
昭
　
著
 

　
分
類
　
宗
教
・
民
族
・
人
類
 

         　
水
の
祭
り
・
火
の
祭
り
・
練

り
歩
く
祭
り
・
飾
り
競
う
祭
り
。

祭
り
の
起
源
や
見
ど
こ
ろ
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
つ
つ
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
代
表

的
な
お
祭
り
か
ら
珍
し
い
祭
礼

・
行
事
ま
で
を
紹
介
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
ハ
ー
ニ
ャ
の
庭
で
 

　
　
　
　
　
　
ど
い
か
や
　
作
 

★
あ
お
い
か
さ
 

　
　
　
　
い
し
い
つ
と
む
　
作
 

★
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
パ
ン

や
さ
ん
 

　
　
　
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
　
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■女性相談 
６月４日（月）・１８日（月） 
午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
６月５日（火）午後１時～４時 
■税務相談 
６月７日（木）午後１時～４時 
■行政相談 
６月８日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
６月８日（金）・２２日（金）午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談
をお受けします。 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
６月１２日（火）・２７日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け
付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
６月１３日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
６月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
６月１５日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
６月２５日（月）午前１０時～午後３時 
■母子・寡婦就業相談 
７月６日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■人権相談 
７月１３日（金）午後１時～４時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりま
せん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお
受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▲
 

▲
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

  ●
新
規
開
業
特
別
相
談
会
 

  　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
新
た

に
事
業
開
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
を
対
象
に
新
規
開
業
特
別

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

▼
相
談
内
容
等
　
資
金
調
達
・

税
務
相
談
　
ほ
か
 

▼
と
き
　
６
月
３
日
（日）
、
１０
日

（日）
、
１７
日
（日）
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館

１
階
研
修
室
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会

（
☎
６
６
‐
３
４
０
０
）
 

  ●
入
学
前
就
学
相
談
 

  　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
入
学

前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
就
学
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
 

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
８
月
２７
日
（月）
・
２８
日

（火）
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
大
口
町
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
（
大
口
町
伝
右
１
‐

３５
☎
９
４
‐
０
０
６
１
）
 

▼
相
談
内
容
 

★
障
害
の
種
別
程
度
を
正
し
く

理
解
す
る
。
 

★
障
害
児
教
育
の
実
態
に
つ
い

て
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
。
 

▼
申
込
期
限
　
６
月
２９
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育

課
庶
務
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１

８
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

 
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時
　
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約

書
等
の
借
入
の
分
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
‐
３
６
２
０

‐
７
６
５
４
）
 

や
ま  

だ  

か
ず
ゆ
き 
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PELA DIMINUIÇÃO DO VOLUME 
DE LIXO COM A UNIÃO DE 
TODOS 
SEPARE-O PARA RECICLAGEM 

みんなの力でごみ減量 
分けて資源に 
※日本語の記事は９㌻にあります
NÃO MISTURE – SE SEPARARMOS O LIXO 
PODEMOS RECICLÁ-LO E ISSO POSSIBILITA 
A REDUÇÃO DO VOLUME
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OS PAPÉIS E ROUPAS VELHAS DEVEM SER 
SEPARADOS E JOGADOS NO DIA DA 
COLETA DE PAPÉIS E ROUPAS VELHAS
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「SÓ ISSO」MAS PARA RECICLAGEM, 
REUNIR FORÇAS PODE REPRESENTAR 
UMA ENORME FORÇA
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TUDO RECICLÁVEL, TODOS RECICLANDO
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CONSULTAS NA FASE ANTERIOR 
AO INÍCIO DA VIDA ESCOLAR  

入学前就学相談 
※日本語の記事は２０㌻にあります
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31o CONCERTO DE MÚSICA 
FOLCLÓRICA
O ENCANTO DA HARPA PARAGUAIA

第３１回民族音楽レクチャーコンサート 
※日本語の記事は１２㌻にあります
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ちから 

わ し　 げん 

げんりょう 

にゅう がく まえしゅうがく そう だん 

に ほん　ご き　 じ 

に ほん　ご き　 じ 

だい　　　　かい  みん  ぞく  おん  がく 

に ほん　ご き　 じ 

●Informações 1☎A<!2<=:8
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▲棟札（表） 

▲棟札（裏） 

地震の知識「地震はなぜ起こるのか」

岩倉の文化財岩倉の文化財岩倉の文化財岩倉の文化財

　大正８年２月、神明生田神社の遷座式で思いがけ
ず一枚の棟札が発見され、山内一豊は岩倉誕生説の
有力な根拠となった。棟札には、 
 
（表）天文２３年甲寅 
奉造営神明生田神社正殿広榮所 
８月２□日 
岩倉村 
（裏） 
山内但馬守盛豊卿御家武運長久祈所 
神主　増田助太夫 
 
とあり、同年に盛豊が神明生田神社
正殿の造営を行ったことが理解でき
る。同神社は、岩倉城に隣接した場 
所にあり、盛豊の地位と実力を証す
資料である。 
　山内盛豊が正殿を建てた頃は、戦
国争乱の真っ只中、甲斐の武田晴信
（信玄）は今川義元を援けて北条氏
と戦い、信州では小笠原氏が武田軍

に攻められ、越後長尾景虎（上杉謙信）を頼って逃
走。川中島でも宿命の対決、武田信玄×上杉謙信の
一回目が戦われている。 
　尾張では、信長が叔父織田信光と謀り、守護代織
田彦五郎を倒して清洲城を奪っている。 
　天文１４年（１５４５）生まれの一豊は１０歳、
武将山内盛豊は主家、岩倉織田家と山内一族の、そ
して、子孫の武運と繁栄を祈っている。 
　平成１７年３月２２日、神明生田神社本殿で、関
係者のご理解があり、棟札の実物を拝見する機会を
得た。４５０年余り前の棟札でも、墨書きの文字を
読むことができ、保存状態も良くて地元のご苦労に
感謝したい。 
　激動の戦国時代に、信長・秀吉・家康と主君を変
えながら生き抜き、土佐高知城２４万石城主の原点
はこの棟札にあるのでは…。 
　一豊の誕生地については黒田説と岩倉説の二説あ
るが、生まれた場所を論ずるよりも、三英傑を支え、
歩みは遅いが鍬で一歩一歩確実に耕してゆくような
人生を過ごしたその人柄を慕う人も多いのでは。　
　　　　　　　　　　　　　　　　〈参考　岩倉市史〉 

せん ざ  しき 

くわ 

たす 

岩倉市文化財保護委員長 

中 山 春 義 

●あいち防災リーダー　　森　千代子 
　日本は太平洋プレート、ユーラシアプレート、フィリ
ピン海プレート、および北米プレートの境界部に位置し
ており、世界でも有数の地震国です。地震の起こり方は
大きく２つに分けることができます。 

 

海溝型地震の起こり方 
　日本の太平洋側で多
く発生する、プレート
の境界で起こる地震で
す。 
　日本列島が乗ってい
るユーラシアプレート、
北米プレートの下にフ
ィリピン海プレートが
毎年数センチもぐりこみ、プレート同士の境界にひずみ
のエネルギーがたまっていきます。それが限界に達する
と、元に戻ろうと急激に運動し、その強い力が地震とな
ります。予想される東海地震や東南海地震も「海溝型地
震」です。 
 

内陸型地震の起こり方 
　プレートの相互運動により蓄積されたひずみのエネル

ギーが、プレートの境
界で解消されるだけで
なく、プレート内部で
も変形が生じて断層が
でき地震が起きます。
直下型地震のほとんど
がこのタイプになりま
す。 

↑印は断層の動く方向 
※断層（土地がずれてできるくい違いを「断層」といい、
その起こり方によって、「横ずれ断層」「正断層」「逆
断層」に分けられる） 

も り 　 　  ち 　 よ 　 こ  

▲
 

日本付近のプレートの分布 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　４月２６日、老人クラブ連合会が八剱憩いの広場で
交通安全教室を行いました。 
　この日は、高齢者約１１０人が参加し、江南警察署
員や愛知県交通安全協会の講師に指導を受け、一人ひ
とり自転車に乗って正しい乗り方や交通ルール、マナ
ーを学びました。 
　参加した皆さんは、自転車を発進させるときに、周
りをよく確認するなどの注意事項を再確認し、交通安
全に対する認識を高めていました。 

　４月２１日、平成１８年度に開催された「五条川の
桜を知ろう」という勉強会に参加した皆さんにより、
五条川河畔で桜の木の根元に市の用意した筒状の肥料
を埋め込む作業が行われました。 
　堤防道路に近い場所は地面も固く、穴を掘る作業は
重労働で、汗をかきながらの作業となりましたが、参
加した皆さんは、「今年も見事な花を咲かせてくれた
五条川の桜並木がいつまでも楽しめるように、みんな
の力で守っていきたい」と話していました。 
　この作業は１１月下旬にも行う予定です。 

五条川の桜をいつまでも 
～五条川の桜並木に施肥作業～ 

　４月２６日、南小学校３年生の児童が市庁舎を見学
しました。 
　市長への質問タイムでは、「何人の人が市役所で働
いていますか」、「市役所にはいくつの部屋がありま
すか」や「どうしたら市長になれますか」と多くの質
問がされていました。 
　また、議場見学では、議場は何を行う場所なのか、
席の仕組み、モニターシステムなどの説明に真剣に耳
を傾け、質問をしたり、メモを取ったりしていました。 

市役所ってどんなところ？ 
～南小学校児童庁舎見学～ 

安全確認を忘れずに！ 
～岩倉市老人クラブ連合会交通安全教室～ 

せ　　ひ 
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知的障害者相談（13：00～16：00） 
★離乳食教室 ★1歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町・東町・中野町・鈴井町 

行政相談（13：00～16：00） 
消費生活相談（9：00～12：00） 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

登記相談（13：00～16：00） 
野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 

野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 
　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
市役所市民スペースはお休みです 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集/総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,594人（＋50人） 

            男性／24,240人（＋44人） 

            女性／24,354人（＋  6人） 

         世帯数／20,075世帯（＋43世帯） 

        （５月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

★印は、保健センターで行います。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を午後７時まで 
　延長しています。 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

早梨ちゃんの誕生は、こんな
に子どもってかわいくて、育児
って楽しいんだって思わせて
くれたものでした。ちょっぴり
泣き虫で毎日大変だけど、早
梨ちゃんの笑顔と日々の成長に、
パパもママも元気づけられて
とても幸せです。パパママ以
外の人にも幸せを与える存在
になってね。これからも家族
仲良く頑張っていこうね。 

6月のカレンダー

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

税務相談（13：00～16：00） 

女性相談（13：00～15：30） 
心の相談電話（10：00～16：00） 
★乳幼児健康相談 
★３歳児健康診査 

ミニミニコンサート/みどりの家 
　休日急病診療（井上隆義　井上皮膚科） 
フッ素塗布・歯科検診 

野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 

野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

人権相談（13：00～16：00） 
母子・寡婦就業相談（10：00～15：30） 
★ＢＣＧ ★母親教室第１回 
はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

不動産相談（13：00～16：00） 
★ポリオ 

心の相談電話（10：00～16：00） 
★母親教室第２回 

法律相談（予約制13：00～16：00） 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

総合福祉相談（13：00～16：00） 
健康相談（ふれあいセンター） 
はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

●お父さん・お母さんの一言 
よく笑い、よく食べ、よく眠る、
いつも元気でパワフルな和人
へ。 
日々、いろんなことを吸収し
たり、いっぱいおしゃべりしたり、
パパやママのお手伝いもして
くれるお利口さんな面も出て
きて、とってもうれしいよ。こ
れからも元気で、人の気持ち
のわかる優しい人に育ってい
ってね。 

●お父さん・お母さんの一言 

しん　もと　　さ　 り かわ　むら　 かず　と 


